
㈱アクアテルス琵琶湖事業部、いであ㈱、㈱オオバ大阪支店、㈱環境総合テクノス、㈱建設技術研究所大阪本社、国際航業㈱関西支社、
㈱修成建設コンサルタント、帝人エコ・サイエンス㈱、㈱東京建設コンサルタント関西支店、㈱西日本技術コンサルタント、㈱日建設計シビル、
㈱日水コン、㈱ニュージェック、パシフィックコンサルタンツ㈱大阪本社 

（財）琵琶湖・淀川水質保全機構賛助会員（50音順）

つくってみよう！
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（財）琵琶湖・淀川水質保全機構は、淀川水系における河川・湖沼水の水質浄化技術及びこれに関連する技術に関する研究開発、水質浄化事業の支援等を行うことにより、
淀川水系の水質保全に寄与し、もってうるおいのある地域社会の形成と関係住民の生活環境の向上に資することを目的としています。

財団法人琵琶湖・淀川水質保全機構
Lake Biwa-Yodo River Water Quality Preservation Organization

〒540-6591 大阪市中央区大手前1丁目7番31号大阪マーチャンダイズ・マート（OMM）ビル13階
TEL.06-6920-3035　FAX.06-6920-3036
ホームページアドレスhttp://www.byq.or.jp/

「BY BLUE」とは、琵琶湖（BIWAKO）・淀川（YODOGAWA）を青く（BLUE）美しく、という願いから名付けました。

計14社（平成21年4月1日現在） 

つくってみよう！

この冊子は再生紙を
使用しています。
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上半分を後ろ側へ折る折り紙の真ん中に向かって左右を折
る

①の点線で折り目をつけておき、真ん
中に向かって角を開きながら折る

②と同様、上側も折る ③の線に沿って折
り下げる

⑤の線に沿って左右とも折る ⑥の実線を中心に半分に折る 胴となる部分を残し羽根を折る

ここが胴となる
部分▼

今回の生き物sちょうちょ

水
辺
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

大
阪
市
環
境
局
事
業
部

水
都
大
阪
に
ふ
さ
わ
し
い

　
　
　
　
　

河
川
の
美
観
維
持
の
た
め
に

　

江
戸
時
代
以
降
、多
く
の
水

路
が
開
削
さ
れ
橋
の
多
さ
か

ら「
八
百
八
橋
」と
ま
で
言
わ

れ
た
ほ
ど
の
水
都
で
あ
る
大

阪
市
は
、長
い
歴
史
の
中
で
、

河
川
と
産
業
・
人
・
暮
ら
し
が

結
び
つ
い
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。

　

大
阪
市
環
境
局
河
川
事
務

所
で
は
、大
阪
市
内
を
流
れ
る

河
川
の
う
ち
、堂
島
川
、土
佐

堀
川
、道
頓
堀
川
、寝
屋
川
な

ど
主
要
10
河
川
に
つ
い
て
、河

川
水
面
に
浮
遊
し
て
い
る
ご

 市内河川での水面清掃作業        

み
な
ど
の
収
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
18
年
に
行
わ
れ
た
市

内
河
川
魚
類
生
息
状
況
調
査

に
お
い
て
、水
質
が
徐
々
に
改

善
し
て
い
る
と
い
っ
た
結
果

が
報
告
さ
れ
て
お
り
、河
川
清

掃
に
携
わ
る
も
の
に
と
っ
て

は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　

毎
年
、お
盆
に
行
わ
れ
て
い

る
精
霊
流
し
で
は
、市
内
5
ケ

所
で
船
で
の
供
物
の
受
入
れ

を
行
っ
て
お
り
、多
く
の
人
々

に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
が
行
っ
て
い

る
道
頓
堀
川
等
の
水
辺
整
備

な
ど
、
河
川
は
市
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
広
く
浸
透
し
て

お
り
、
河
川
水
面
清
掃
の
必

要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、水
都
大
阪
に

ふ
さ
わ
し
い
、河
川
の
美
観
維

持
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、河
川
環

境
向
上
へ
の
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

作者 :新宮文明
おりがみくらぶ（http://www.origami-club.com/）より転載

2 0 0 9
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完成

大阪市環境局事業部業務企画担当　E-mail : ja0006@city.osaka.lg.jp  TEL.06-6630-3238
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12

水
の
逸
話
を
訪
ね
て

食
材
を

　

  

活
か
す

水
の
妙

　
「
平
野
水
が
く
ん
く
ん
と
音
を
立
て

る
よ
う
な
勢
い
で
、食
道
か
ら
胃
へ
落

ち
て
行
く
と
き
の
心
持
ち
は
痛
快
で

あ
っ
た
」（
夏
目
漱
石「
思
い
出
す
事
な

ど
」）。

　

胃
弱
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
漱
石
は
、

胃
を
労
わ
っ
て「
平
野
水
」を
愛
飲
し
て

い
ま
し
た
。

　

平
野
水
と
は
兵
庫
県
川
西
市
平
野

の
鉱
泉
か
ら
わ
き
出
し
た
天
然
炭
酸

飲
料
水
の
商
品
名
。後
に
こ
の
平
野
水

に
砂
糖
、香
料
を
加
え
た
飲
み
物「
サ

イ
ダ
ー
」が
作
ら
れ
ま
し
た
。「
シ
ュ
ワ

シ
ュ
ワ
」と
し
た
炭
酸
独
特
の
さ
わ
や

か
な
風
味
は
、自
然
の
恵
み
か
ら
生
み

出
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

平
安
時
代
か
ら
炭
酸
湧
出

明
治
時
代
に
飲
料
へ
利
用

　

平
野
の
炭
酸
水
が
歴
史
に
登
場

す
る
の
は
平
安
時
代
ご
ろ
か
ら
。約

1
2
0
0
年
前
に
書
か
れ
た「
住
吉
大

社
神
代
記
」に
は
、猪
名
川
の
支
川
で
あ

る
塩
川
が「
澗

か
ら
き

水
が
流
れ
る
川
」と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。澗
水
と
は
炭
酸
水
の
こ

と
。江
戸
時
代
に
は
そ
の
水
を
利
用
し

て
、平
野
の
地
は
有
馬
と
並
ぶ
温
泉
地

と
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

日
本
初
の
飲
料
水
工
場
が
平
野
に

設
立
さ
れ
、平
野
水
が
販
売
さ
れ
た
の

は
明
治
17
年（
1
8
8
4
）。炭
酸
水
が

ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
ん
だ
硬
水
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、居
留
地
に
住
む
外

国
人
用
の
飲
料
水
と
し
て
、売
り
出
さ

れ
ま
し
た
。当
時
の
平
野
水
は
、源
泉

井
戸
か
ら
く
み
上
げ
た
鉱
水
と
鉱
水

中
に
含
ま
れ
る
炭
酸
ガ
ス
を
び
ん
詰

め
に
し
た
素
朴
な
味
わ
い
で
、明
治
30

年（
1
8
9
7
）に
は
皇
太
子
殿
下（
後

（『蘆刈』谷崎潤一郎著より）

渡し船は橋本（八幡市）の石清水八幡宮と、その離宮で対岸の山崎にある離宮八幡宮との往来に利用されていました。橋本から山崎方面を望む。

谷
崎
潤
一
郎
が
昭
和
7
年
に
発
表
し
た「
蘆
刈
」。

耽た
ん
び美

的
傾
向
で
知
ら
れ
る
作
者
が

古
典
主
義
傾
向
へ
作
風
を
転
換
さ
せ
た
時
期
の
作
品
で
す
。

名
月
の
光
の
下
に
ひ
ろ
が
る
蘆
辺
で

主
人
公
で
あ
る「
わ
た
し
」が
一
人
の
男
と
出
会
い
ま
す
。

瓢
箪
を
取
り
出
し
、酒
を
勧
め
て
く
る
そ
の
男
は
、

自
分
の
父
親
と
二
人
の
女
性
を
め
ぐ
る

不
思
議
な
身
の
上
話
を
は
じ
め
ま
す
。

未
亡
人
・
お
遊
に
恋
し
、そ
の
妹
・
お
静
を
め
と
っ
た
父
親
。

姉
妹
と
父
親
、三
人
の
奇
妙
な
関
係
が
語
ら
れ
る
中
、

こ
の
男
は
だ
れ
の
子
ど
も
な
の
か
、

お
遊
は
今
で
も
生
き
て
い
る
の
か
、

多
く
の
謎
を
残
し
、男
は
忽
然
と
姿
を
消
し
ま
す
│
。

物
語
の
舞
台
と
な
っ
た
の
は
、淀
川
三
川
合
流
点
の
中
洲
。

明
治
33
年
の
桂
川
改
修
で
で
き
た
こ
の
中
洲（
背
割
堤
）は

作
品
が
書
か
れ
た
昭
和
初
期
に
は
、

当
時
、山
崎
か
ら
橋
本
へ
通
っ
て
い
た
渡
し
船
の

乗
り
継
ぎ
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

渡
し
船
は
昭
和
37
年
に
姿
を
消
し
ま
し
た
が
、

今
で
は
宇
治
川
と
木
津
川
と
の
間
に
あ
る

背
割
堤
地
区
が
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、

花
見
の
時
期
に
は
川
の
流
れ
と
桜
を
楽
し
む

大
勢
の
花
見
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

ひとりでその洲の剣先の方へ歩いて行って
蘆の生えている汀

みぎわ

のあたりにうずくまった。

蘆 刈

の
大
正
天
皇
）の
御
料
品
に
も
指
定
さ

れ
ま
す
。平
野
水
に
味
と
香
り
を
つ
け

た「
平
野
シ
ャ
ン
ペ
ン
サ
イ
ダ
ー
」は
、

明
治
40
年（
1
9
0
7
）に
登
場
し
、昭

和
43
年（
1
9
6
8
）、「
三
ツ
矢
サ
イ

ダ
ー
」と
改
称
し
ま
す
。

　

平
野
水
を
原
料
に
し
た
サ
イ
ダ
ー

は
、大
正
時
代
末
か
ら
徐
々
に
少
な
く

な
り
、昭
和
30
年
ご
ろ
に
は
製
造
が
中

止
さ
れ
ま
し
た
。現
在
、三
ツ
矢
サ
イ

ダ
ー
を
全
国
4
ヶ
所
で
製
造
す
る
ア

サ
ヒ
飲
料
株
式
会
社
の
広
報
担
当
者

は「
最
も
サ
イ
ダ
ー
の
風
味
を
引
き
出

さ
せ
る
た
め
に
、水
を
6
つ
の
層
で
入

念
に
ろ
過
し
、硬
度
を
全
工
場
で
25
度

に
保
っ
て
い
ま
す
」と
水
へ
の
こ
だ
わ

り
を
語
り
ま
す
。平
野
水
誕
生
か
ら
約

1
3
0
年
、こ
の
水
へ
の
深
い
愛
着
が
、

昔
と
変
わ
ら
な
い
さ
わ
や
か
な
味
を
引

き
立
て
て
い
る
の
で
す
。

漱
石
も
愛
飲
し
た「
平ひ

ら

野の

水す

い

」

天
然
の
炭
酸
水
が
ル
ー
ツ

サ
イ
ダ
ー

工場跡地の脇を流れる塩川。
現在も川の底からは炭酸ガスの気泡がわき出しています

源泉から吸い上げた天然ガスをボンベに充填している様子

大正時代の工場内部。きれいに整理整頓されており、
当時から衛生に配慮していたことがうかがえる

（写真提供・アサヒ飲料株式会社）

（写真提供・アサヒ飲料株式会社）
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特　集

西村事務局長の開会あいさつ

「BYQネットワークの集い2009」を開催しました!

集いに参加してくださったみなさんから
こんなご意見をいただきました。

【良かったこと】
・色々な取り組みをされているグループがあることを知ることが出来た
・多くの人が各地で活動していることを知った
・ はじめて瀬田川より近江大橋まで見た両岸の風景は、道路より眺めたそれ
よりスケールがあり、又ガイドさんの説明から知識が深まった

・船上でいろんな鳥が見られてよかった!
・ 中尾氏、石川氏の講演は良かった。内容がくどくどせず、わかりやすく話し
てくださってよかった

・ 発表会では、小学生を含め、低年齢層も関心を持って活動していることを
心強く思った

・ 体験を通じて具体的な活動を聞けたこと（琵琶湖河川レンジャーの活動は
すばらしい）

【がっかりしたこと】
・琵琶湖の空気循環があまり行われなくなったこと。ショックでした
・大きな地図（流域マップ）は広げてあるだけで何のため?
・ 映像ホールで開会時間が来ると、パネル（展示）の前は人一人いなくなった
（2室に分かれていたからか? 全ての人が読んだからか?）
・毎回似たり寄ったりの展示などですっかりがっかり

【学んだこと】
・地元のことが詳しく説明されて知識が増えたこと
・琵琶湖と瀬田川の境界
・歴史と洗堰の由来
・水害について
・琵琶湖の知識
・先ず参加すること、実践すること
・2 つの講演内容、特にプラスチックゴミの撒き散らし厳禁のこと
・生態系や水質についてわかりやすく説明していただけたこと
・子供達の目で見たものの捉え方に感心するものがある

◎体験コーナーで
・パックテストでいろんなことがわかった
・水の浄化実験。目の前で水が浄化されることは勉強になった
・エビやカワニナなどのことがよくわかりました
・カワニナがいろいろとがんばっていること
・ビンでカワニナ、小エビを育てられるのは驚きでした

　2月1日（日）、「BYQ ネットワークの集い
2009」を水のめぐみ館アクア琵琶・ウォー
ターステーション琵琶(滋賀県大津市)で
開催いたしました。同時開催として、『瀬
田川リバークルーズ～瀬田川の歴史と自
然を知ろう!!～外輪汽船“一番丸”で巡る瀬
田川』を午前中に実施。リバークルーズに
は70名の方が参加され、ガイドさんの案
内を受けながら瀬田川の自然と歴史文化
に触れました。集いは平成17 年から連携・
交流を深める場として開催しており、5
回目となる今回は、水のめぐみ館アクア
琵琶、ウォーターステーション琵琶の協

瀬田川リバークルーズ

 〜瀬田川の歴史と自然を知ろう!!〜 
外輪汽船“一番丸”で巡る瀬田川体験コーナー 「水のふしぎを知ろう!」

体験コーナーには、BYスタンプラリー協賛グループと水のめぐみ館
ウォーターステーション琵琶から4団体がコーナーを設置。みなさ
ん楽しくにぎやかに体験コーナーを運営してくださいました。

パネルによる活動発表
BYスタンプラリー協賛グループなど21団体の方に、パネルやポス
ターなどを使って活動発表をしていただきました。

報告会 「体験を通して発見した水辺の魅力」
報告会には、BYスタンプラリーやWAQU2 調査隊などのBYQの各イベントに参加していただいた方、ま
たBYスタンプラリーでイベントを開催していただいた協賛グループの方、琵琶湖河川レンジャーの方な
ど7組の方々に、体験を通して発見した「水辺の魅力」を発表していただきました。小学生の発表者か
らクイズが行われるなど、発表者が感じた水辺の魅力をみんなで楽しみながら共有しました。

─ お話し ─
びわ湖のサカナたちの現状と

アクア琵琶の取り組み

─ 講 演 ─
琵琶湖の豊かな恵みを未来につなげるために

わたくしたちができること

水のめぐみ館アクア琵琶
環境担当技術者

中尾 博行 氏

滋賀県琵琶湖環境科学研究センター
総合解析部門研究員

石川 俊之氏

賛を得て滋賀県で開催することができま
した。集いには、日頃BYスタンプラリーに
協賛していただいている住民団体の方や
その活動に参加された方、WAQU2 調査
隊として活動している方、ジュニアリバ
ースクールや自然観察会などのイベント
に参加された方など約170 名が一堂に会
しました。イベント体験報告会やアクア
琵琶の中尾氏のお話、滋賀県琵琶湖環境
科学研究センターの石川先生のご講演な
どを通じて、情報交換を行ったり、知見を
広めたりすることができ、盛況のうちに
終わることができました。 体験コーナー 2

貝による水質浄化&ボトル・アクア
リウム（担当：NPO法人やましろ里山の会）

体験コーナー 3
にしよど釣り堀体験

（担当：西淀自然文化協会）

体験コーナー 4
水の中の景色をつくろう

（担当：水のめぐみ館）

体験コーナー  1
園芸用の土をつかって水の浄化
実験をしよう（担当：草津塾）

同時開催
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そ
れ
ま
で
毛
馬
で
旧
淀
川（
大
川
）

か
ら
分
か
れ
て
西
へ
流
れ
て
い
た

中
津
川
を
利
用
し
て
放
水
路
と
し
、

守
口
市
か
ら
下
流
、海
ま
で
約
16
㎞

の
間
を
約
５
４
０
ⅿ
以
上
の
川
幅

を
も
つ
、ほ
ぼ
直
線
の
新
し
い
淀
川

を
開
削
し
た
の
で
す
。

　

明
治
29
年
か
ら
10
ヶ
年
の
予
定

で
始
ま
っ
た
淀
川
改
良
工
事
は
、日

露
戦
争
の
影
響
で
中
断
の
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、明
治
38
年
に
南
郷

洗
堰（
旧
洗
堰
）、一
津
屋
樋
門
が
竣

工
し
、明
治
39
年
に
は
巨
椋
池
の
分

離
が
完
成
。明
治
42
年
6
月
、一
部

の
特
殊
工
事
を
除
き
、改
良
工
事
は

概
ね
完
了
を
迎
え
た
と
し
て
、毛
馬

閘
門
で
竣
工
式
を
開
催
。明
治
43
年

に
全
工
事
の
竣
工
を
告
げ
ま
し
た
。

　

当
初
、治
水
目
的
で
始
め
ら
れ
た

淀
川
改
修
工
事
で
し
た
が
、新
淀
川

古
く
か
ら
水
害
に
よ
る
被
害
で
幾
度
と
な
く
流
域
住
民
を
悩
ま
せ
て
き
た
淀
川
。

現
在
、雄
大
に
流
れ
る
そ
の
姿
に
は
、

か
つ
て
の〝
暴
れ
川
〞と
し
て
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

淀
川
が
現
在
の
流
れ
に
形
づ
く
ら
れ
た
淀
川
改
良
工
事
竣
工
か
ら

今
年
で
１
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

流
域
住
民
を
水
害
か
ら
救
っ
た
、

河
川
工
事
史
上
屈
指
の
大
事
業

淀
川
改
良
工
事

改
良
工
事
実
現
に
向
け
た

官
民
一
体
の
働
き
か
け

　
「
淀
川
の
歴
史
は
洪
水
と
の
闘
い

の
歴
史
」と
も
言
え
る
ほ
ど
、淀
川

は
古
来
よ
り
た
び
た
び
氾
濫
を
繰

り
返
し
て
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
明
治
18
年
に
発
生
し
た

洪
水
で
は
、現
在
の
枚
方
市
か
ら
大

阪
市
都
島
区
ま
で
の
淀
川
沿
い
の

町
村
と
、大
東
市
・
四
條
畷
市
の
合

計
１
１
３
町
村
が
水
没
。浸
水
戸
数

7
万
戸
以
上
、被
災
者
は
約
27
万
人

に
の
ぼ
る
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
洪
水
を
き
っ
か
け
に
流
域

で
は
淀
川
改
修
に
向
け
た
機
運
が

高
ま
り
ま
し
た
が
、当
時
の
治
水
政

策
は「
利
水
」が
主
で
あ
り
、政
府
は

洪
水
対
策
を
中
心
と
す
る
新
し
い

治
水
計
画
に
乗
り
出
そ
う
と
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、大
阪
府
議
会
議
員

だ
っ
た
大
橋
房
太
郎
ら
が
熱
心
な

改
良
工
事
促
進
運
動
を
続
け
た
結

果
、明
治
29
年
に「
河
川
法
」が
制

定
さ
れ
、淀
川
改
修
費
と
し
て
約

９
０
０
万
円
の
予
算
が
帝
国
議
会
で

可
決
。悲
願
の
淀
川
改
良
工
事
が
実

現
に
向
け
て
動
き
出
し
た
の
で
す
。

安
全
・
安
心
を
も
た
ら
し
た

〝
ま
っ
す
ぐ
〞な
淀
川

　

改
良
工
事
に
関
す
る
計
画
は
、明

治
24
年
か
ら
当
時
の
第
四
区（
大

阪
）土
木
監
督
署
長
沖
野
忠
雄
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。フ

ラ
ン
ス
で
先
進
国
の
土
木
技
術
を
学

ん
だ
沖
野
は
滋
賀
県
か
ら
大
阪
湾

に
い
た
る
淀
川
全
体
の
治
水
を
検
討

し「
淀
川
高
水
防
禦
工
事
計
画
意
見

書
」と
し
て
ま
と
め
、明
治
27
年
、内

務
大
臣
井
上
馨
に
提
出
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、相
次
い
で
起
こ
っ

た
洪
水
の
経
験
が
反
映
さ
れ
た
も

の
で
、瀬
田
川
南
郷
に
洗
堰
を
設
け

て
流
量
を
調
節
で
き
る
よ
う
に
し
、

三
川
合
流
点
付
近
の
工
事
や
枚
方

の
狭
窄
部
の
川
幅
拡
張
、新
淀
川
、

長
柄
運
河
の
開
削
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
も
最
大
規
模
の
も
の

が
新
淀
川
の
開
削
工
事
で
し
た
。大

量
の
土
砂
の
掘
削
・
浚
渫
を
行
う
た

め
、日
本
で
初
め
て
大
型
土
工
機
械

が
本
格
的
に
用
い
ら
れ
た
工
事
で
、

が
で
き
た
こ
と
で
、大
正
3
年
に
は

大
川
と
の
分
岐
点
に
長
柄
起
伏
堰

が
完
成
し
、同
年
、東
洋
一
と
い
わ

れ
た
柴
島
水
源
地
も
稼
働
す
る
な

ど
、近
隣
の
利
水
に
与
え
た
影
響
も

大
き
い
工
事
だ
っ
た
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

新淀川開削図

川と生きる都市・大阪

水都大阪2009を実施

　淀川改良工事竣工から100年を迎える今年、

8月22日から10月12日までの約3ヶ月にわたり

「水都大阪2009」が実施されます。これは淀川

改良工事竣工から100年にあたる2009年を「水

の都」発展のシンボルイヤーと位置づけて開

催されるもので、中之島をはじめとする大阪市

内を会場に、「川と生きる都市・大阪」をテーマ

に、アート展示や市民参加型など各種プログラ

ムが企画されています。

水位に差がある旧淀川と新淀川を行き来する船の航路を確保し、また旧淀川に流れ込む土砂や水量を制御するため、明治40年に建設された毛馬閘門。
現在の毛馬閘門は昭和58年に建設されたもの。

大
阪
湾

神崎川

新淀川の開削部分
開削以前の淀川と支流

凡例

中津川 JR
新
大
阪
駅

J
R
神
戸
線 JR京都駅

JR 大阪駅

木
津
川

神崎川伝法川

東淀川区

都島区

北区
福島区

西淀川区

淀川区

旧淀川

旭区

此花区 正蓮寺川

大野川

港区

西区

大正区

安治川

尻無川

大川

毛馬洗堰・閘門
け　ま　あらいぜき　こうもん
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琵琶湖・淀川水質浄化共同実験センター（Biyoセンター）は、琵琶湖・淀川水系の水環境改善のために、自然の
浄化能力を生かした水質改善など、新たな水質浄化技術の研究開発の場として、また、水環境改善に対する取
り組みについて、多くの方々に知ってもらうための場として設置された施設です。

草
津
塾

●
Ｂ
Ｙ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー・協
賛
グ
ル
ー
プ
紹
介

BYスタンプラリーとは、水質改善活動に取り組ん
でいる協賛グループの活動に参加してスタンプを
集め、記念品をもらう新しいタイプのスタンプラ
リーです。これまで2,200人の方がご応募くださ
いました。また協賛グループは、58の市民団体と
20の水関連施設で構成されています。
（平成21年2月末現在）

■
今
回
は
運
営
委
員
長
兼
事
務
局
長
の
田
中
俊
雄
さ
ん
及
び
メ
ン
バ
ー
の
方
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

1
9
9
7
年
に
（
財
）
草
津
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
事
業
団
の
呼
び
か
け
で
発
足
し

た
草
津
塾
。
2
0
0
0
年
に
事
業
団
か

ら
独
立
し
て
以
後
は
、
地
域
の
人
々
と

の
協
働
で
の
ま
ち
づ
く
り
と
、
子
ど
も

た
ち
と
の
体
験
学
習
を
実
践
す
る
市
民

団
体
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

草
津
塾
は「
葉
山
川
グ
ル
ー
プ
」と「
エ

コ
ラ
イ
フ
グ
ル
ー
プ
」
の
2
グ
ル
ー
プ

か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ「
葉
山
川
流
域
の

水
質
調
査
、
美
化
、
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く

り
」
や
、「
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
、
菜
の
花
の
植
え
付
け
か
ら
収
穫
、

油
搾
り
」
と
い
っ
た
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

葉
山
川
グ
ル
ー
プ
で
は
、
平
成
12
年

に
滋
賀
県
の
淡
海
エ
コ
フ
ォ
ス
タ
ー
制

度
に
同
意
し
、
以
来
「
葉
山
川
美
化
エ
コ

フ
ォ
ス
タ
ー
」
と
し
て
月
に
一
回
、
草
津

塾
の
メ
ン
バ
ー
と
地
域
の
方
が
一
緒
に

な
っ
て
、
葉
山
川
周
辺
の
清
掃
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。「
今
で
こ
そ
平
地
化

さ
れ
、
遊
歩
道
の
整
備
も
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
昔
の
葉
山
川
は
天
井
川
で
、
地

元
に
住
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て
は
興
味

の
な
い
川
だ
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
清

掃
活
動
を
始
め
る
前
は
ゴ
ミ
も
多
か
っ

た
で
す
ね
。
よ
う
や
く
、
最
近
は
遊
歩

道
の
ゴ
ミ
が
減
っ
て
き
ま
し
た
け
ど

ね
」「
わ
れ
わ
れ
自
身
は
ゴ
ミ
を
拾
う

こ
と
が
目
的
な
の
で
は
な
く
て
、
本
来

は
市
民
の
み
な
さ
ん
に
『
水
環
境
を
守

ろ
う
』
と
い
っ
た
啓
蒙
活
動
が
し
た
い

ん
で
す
」
と
語
る
田
中
さ
ん
。
活
動
を

始
め
て
か
ら
、
地
元
で
参
加
し
て
く
れ

る
人
は
数
人
い
る
も
の
の
「
地
域
と
の

つ
な
が
り
の
不
足
を
感
じ
る
こ
と
が
多

く
、
い
か
に
地
域
の
人
を
巻
き
込
む
か

が
こ
れ
か
ら
の
課
題
」と
も
。「
そ
の
た
め

に
大
学
や
行
政
と
の
協
働
で
地
域
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
場
を
持
ち
た
い
」
と
考

え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
滋
賀
県
の
淡
海

生
涯
カ
レ
ッ
ジ
の
卒
業
生
が
中
心
。「
私

た
ち
を
含
め
て
、
最
近
は
定
年
を
迎
え

た
団
塊
の
世
代
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

ま
す
。
草
津
塾
は
そ
う
い
う
人
た
ち
の

経
験
を
生
か
せ
る
受
け
皿
と
し
て
、
一

種
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
と
い
う
側

面
も
持
っ
て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
む

や
み
に
活
動
の
幅
を
拡
げ
よ
う
と
も
思

わ
な
い
し
『
楽
し
ん
で
や
る
』
と
い
う
こ

と
が
一
番
大
事
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い

ま
す
ね
」。
あ
く
ま
で
も
自
然
体
な
取
り

組
み
が
、

葉
山
川
を

地
域
の
誇

り
と
な
る

水
環
境
へ

と
変
え
て

い
く
の
か

も
し
れ
ま

せ
ん
。

① ② ③

⑤

④

田中さん（左）とメンバーの方

「
楽
し
ん
で
や
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

地
域
と
の
連
携
で
水
辺
環
境
の
再
生
を
目
指
す

「
沈
水
植
物
群
落
の
水
質
浄
化
機
能
の
評
価
実
験
」

を
説
明
す
る
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
い
ま

す
。そ
の
機
構
と
し
て
彼
ら
は
、沈
水
植

物
の
密
度（
植
物
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た

水
体
体
積
率
）が
、あ
る
値（
研
究
者
に
よ

っ
て
15
│

20
〜
30
%
の
開
き
が
あ
り
ま
す

が
）以
上
に
な
る
と
、魚
の
感
受
性
が
低

下
し
、動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
被
食
圧
が

低
下
し
、そ
の
結
果
増
加
し
た
動
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
が
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
採
食

し
て
減
少
さ
せ
、濁
度
が
低
下
す
る
と
い

っ
た
生
物
間
の
相
互
作
用
を
想
定
し
て
い

ま
す
。私
た
ち
は
大
渇
水
後
、な
ぜ
こ
の
よ

う
な
勢
い
で
水
草
が
回
復
し
て
き
た
の

か
、そ
し
て
な
ぜ
水
質
が
改
善
し
て
き
た

の
か
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
、

Bビ
　

ヨ

i
y
o
セ
ン
タ
ー
の
水
路
型
浄
化
実
験

施
設
で
共
同
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。本

紙
面
で
は
特
に「
沈
水
植
物
群
落
の
水
質

浄
化
機
能
の
評
価
実
験
」に
つ
い
て
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

長
さ
24
ⅿ
、幅
2
ⅿ
、深
さ
0.9
ⅿ
の
水

路
に
図
の
よ
う
な
方
形
区（
囲
い
）を
8

個
沈
め
ま
し
た（
写
真
1
）。方
形
区
は
外

側
が
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
で
き
て
お
り

（
A
）、そ
の
内
側
に
は
魚
な
ど
の
侵
入
を

防
ぐ
た
め
の
目
合
い
1
㎜
の
寒
冷
紗
で
作

っ
た
袋（
B
）を
張
っ
て
あ
り
ま
す
。さ
ら

に
上
面
に
は
飛
び
込
ん
で
入
っ
て
く
る
魚

や
、ト
ン
ボ
の
産
卵
な
ど
を
避
け
る
た
め

に
袋
と
同
様
の
寒
冷
紗
を
張
っ
た
覆
い
を

か
ぶ
せ
ま
し
た
。

　

8
個
の
方
形
区
の
内
、4
つ
に
は
水
草

を
図
1
の
様
に
植
栽
し
ま
し
た
。た
だ
し

水
草
は
コ
カ
ナ
ダ
モ
を
用
い
ま
し
た
が
、

山
地
渓
流
水
中
に
生
育
し
て
い
た
群
落

か
ら
先
端
部
20
㎝
を
切
り
取
り
、そ
れ
を

金
網（
目
合
い
1
㎝
）で
挟
み
、畑
土
を
入

れ
た
コ
ン
テ
ナ
の
上
に
寝
か
せ
た
だ
け

で
、自
然
に
生
育
し
て
く
る
の
を
待
ち
ま

し
た
。水
草
の
採
取
は
7
月
5
日
に
、水

路
へ
の
植
え
付
け
は
翌
日
に
行
っ
て
い
ま

す
。コ
カ
ナ
ダ
モ
は
外
来
種
で
す
が
、底
ま

で
覆
っ
た
袋
の
中
で
の
植
栽
で
あ
り
、最

後
に
は
全
個
体
を
回
収
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
の
で
、生
育
特
性
が
わ
か
っ
て

い
る
こ
の
種
類
を
用
い
ま
し
た
。水
質
分

析
の
た
め
の
水
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
や
、動

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
は
1

〜
2
週
間
の
間
隔
で
、最
終
日
の
9
月
5

日
ま
で
の
間
に
計
7
回
行
い
ま
し
た
。水

草
群
落
が
発
達
し
、す
で
に
3
回
の
サ
ン

プ
リ
ン
グ
が
終
わ
っ
て
い
た
8
月
4
日
に

は
水
草
植
栽
区（
4
区
）・
非
植
栽
区（
4

区
）の
そ
れ
ぞ
れ
半
数
に
キ
ン
ギ
ョ
15
尾

ず
つ
を
投
入
し
ま
し
た
。そ
の
た
め
魚
を

投
入
す
る
ま
で
の
3
回
分
は
水
草
の
有

無
に
よ
る
水
質
の
変
化
を
4
区
の
繰
り

返
し
で
、投
入
後
は
水
草
の
有
無
、魚
の

有
無
と
い
う
4
つ
の
組
み
合
わ
せ
で
そ
れ

ぞ
れ
2
区
の
繰
り
返
し
で
調
査
を
行
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
分
析
や
デ
ー
タ
の
整
理
・
解
析
中

で
、詳
し
い
結
果
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ

ま
せ
ん
が
、魚
投
入
後
、水
草
群
落
が
な

い
場
合
、水
質
の
悪
化
が
見
ら
れ
る
と
い

え
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た（
写
真

2
、3
）。

写真1／ 水路実験の様子（08/7/19）

図1／方形区の断面。A：水路の水とを遮断
するビニールシート、B：魚の侵入を防ぐメッ
シュの袋、C：トンボなどの飛来を防ぐメッシ
ュの覆い。

写真3／非植栽区に魚を入
れると明らかに濁り、80cm
下の底が見えない。

写真2／植栽区に魚を投入
しても水の澄んでいること
がわかる。

実
験
リ
ポ
ー
ト
滋
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県
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准
教
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琵
琶
湖
で
は
1
9
9
4
年
の
大
渇
水

（
史
上
最
低
の
水
位
マ
イ
ナ
ス
1
2
3
㎝

を
記
録
）以
後
、特
に
南
湖
で
は
沈
水
植

物
群
落
が
年
ご
と
に
回
復
し
て
き
て
い

ま
す
。そ
し
て
現
在
で
は
南
湖
面
積
の

80
%
以
上
の
地
域
で
群
落
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
群
落
面
積
の
拡
大
と
時
期
を
同

じ
く
し
て
水
質（
透
明
度
、ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル

a
、TP
、TN
等
）に
も
改
善
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。南
湖
に
お
け

る
こ
の
水
質
改
善
の
原
因
の
一
つ
と
し
て

水
草
帯
の
回
復
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、そ
の
改
善
機
構
に
つ
い
て
は
、ま
だ
解

明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、オ
ラ
ン
ダ

の
研
究
者
の           

達
は
2
0
0
1
年

の
ネ
イ
チ
ャ
ー
に
、沈
水
植
物
が
存
在
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
濁
り
が
低
下
す
る
こ
と

Scheffer

①葉山川美化エコフォス
ター ②葉山川下流の植物
などの自然観察会 ③笠縫
東小学校の児童に魚獲り体
験学習の支援も行っていま
す ④葉山川河口での冬の
野鳥観察会 ⑤活動の成果
をまとめた「葉山川ノート」
を発行
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おもしろ科学実験

お申し込み・お問い合わせ：（財）琵琶湖・淀川水質保全機構  TEL.06-6920-3035  FAX.06-6920-3036  ホームページ http://www.byq.or.jp/

めざせ！水
みず

アーティスト

水
み ず

に浮
う

かぶ絵
え

今 回 の ふ し ぎ ワ ー ド

用意するもの 洗濯のり(P.V.A.を配合しているもの)、水、絵筆、下じき、ドライヤー、トレー、油性ペン
※水がこぼれることがあります。水でぬれると困る場所では、行わないようにしましょう。

10

水に溶けやすい物質はたくさんありますが、

油を水に入れてもすぐに分離してしまうように、水に溶けにくい物質もあります。

このような水の性質を利用して、みんなが描いた絵を水に浮かべる実験をしてみよう!

ドライヤーで乾かし、のりの膜を作る絵筆を使って、❶の液を下じきに薄く塗る
※見えやすくするため、水を着色しています

洗濯のりに水を混ぜ、少し薄める

水を張ったトレーにのりの膜をそっと浮かべるのりの膜を下じきからはがす
※膜が破れないように注意

絵を描いた箇所以外ののりが水に溶け、絵だけが水に浮かびます

のりの膜が乾いたら油性ペンで絵を描く
※すきまができないよう、できるだけ塗りつぶす

（財）琵琶湖・淀川水質保全機構では、琵琶湖・淀川の水質保全に関わる活動に対し、助成を行っています。
平成21年度は、次の内容で募集します。

助成対象／琵琶湖・淀川流域における
　　　　　◎水質の保全・改善に関する活動
　　　　　◎自然生態、親水、水源涵養の機能を保全・改善する活動
　　　　　◎水環境について知り、理解する活動
助成金額／1件あたりの助成限度額は30万円1 2 3

54 6

7
水
み ず

に溶
と

ける物
ぶ っ し つ

質
洗濯のりに含まれるP.V.A.とは「ポリビ

ニールアルコール」という水に溶ける成分

のこと。油性ペンの成分は「油」なので水に

溶けず、また、水の表面には表面張力とい

う力が働いているので、インクの部分だけ

が水の表面に残ったのです。今回の実験で

は絵を浮かべましたが、文字を浮かべたら

どうなるかな? 一度試してみよう!

BYQ水環境レポートがインターネットで
見られるようになりました!

募集期間／平成21年4月1日（水）～5月15日（金）
応募方法／ 応募様式に必要事項を記入の上、必要書類を添えて

申請してください。
　　　　　   詳細は、当機構のホームページを参照いただくか、下記にお

問い合わせください。

河川浄化・愛護活動助成

〒540-6591 大阪市中央区大手前1丁目7番31号 OMMビル13階
電話／ 06-6920-3035　e-mail kikaku@byq.or.jp　ホームページ http://www.byq.or.jp/（財）琵琶湖・淀川水質保全機構 企画開発部

平成21年度助成のおしらせ

大阪新阪急ホテル、
株式会社大丸 梅田店、

京都市在住 疏水ホタル様より
ご寄付をいただきました。

水質保全調査研究開発事業などに
活用させていただいております。

どうもありがとうございました。

BYQ水環境レポートは、琵琶湖・淀川流域の水質関連データを一元
的にまとめた唯一の資料として、平成5年より刊行し好評を博していま
す。最新号は平成19年度版（第15巻）、今年度よりインターネットで本
編の内容がご覧いただけ、データのダウンロードもできるようになりま
した。BYQホームページのトップページにバナーがあります。是非ご活
用ください。

ご寄付をいただきました

http://www.byq.or.jp/kankyo/BYQ-top.html


